
現
地
人
の
反
乱
~ 

ノ《

ン
デ
ラ
事
件
)

私
は
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
防
衛
の
任
に
就
い
た
近
衛
第
二
師
団
(
司
令
部

メ
ダ
ン
市
)
所
属
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
(
略
称
近
歩
三
)
、
連
隊
本
部
に
勤

務
し
て
居
り
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
幹
部
候
補
生
の
下
士
官
で
、
ス
マ
ト

ラ
進
駐
時
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
か
ら
歯
獲
し
た
ブ
レ
ン
ガ
ン

・
キ
ャ
リ
ヤ

l
の

指
揮
官
で
し
た
。
ブ
レ
ン
ガ
ン

・
キ
ャ
リ
ヤ
ー
は
無
蓋
、
キ
ャ
タ
ペ
ラ
で

走
り
、
エ
ン
ジ
ン
は
フ
ォ
ー
ド

V
8
、
ブ
レ
ン
ガ
ン
(
機
関
銃
)
を
搭
載

す
る
軽
装
甲
車
で
す
。
略
し
て
キ
ャ
リ
ヤ

l
と
称
し
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
二
O
年
五
月
三
日
、
午
前
三
時
頃
、
兵
舎
で
熟
睡
し
て
い
た
私
は

駆
け
込
ん
で
来
た
榎
本
中
尉
に
叩
き
起
こ
さ
れ
た
。
「
連
隊
本
部
よ
り
緊
急

電
話
が
あ
り
サ
マ
ラ
ン
ガ
付
近
で
現
地
人
が
反
乱
し
た
。
ブ
レ
ン
ガ
ン
を

搭
載
す
る
と
何
車
両
出
動
出
来
る
か
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
キ
ヤ

リ
ヤ

l
部
隊
の
兵
員
は
私
以
下
十
名
、
キ
ャ
リ
ヤ

l
は
九
車
両
で
あ

っ
た
。

操
縦
だ
け
な
ら
全
車
両
出
動
出
来
る
が
、
射
手
も
含
め
る
と
五
車
両
で
十

名
を
要
す
る
。
私
は
榎
本
中
尉
に

「兵
三
名
を
予
備
に
残
し
、
三
車
両
で

ど
う
で
す
か
」
と
答
え
た
。
「
よ
し
。
三
車
両
を
指
揮
し
て
直
ぐ
連
隊
本
部

加
藤

賓

本
町
三
丁
目

に
行
け
。
実
弾
を
忘
れ
る
な
」
。
私
は
三
車
両
を
指
揮
し
、
時
夜
に
キ

ャ
タ

ペ
ラ
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
ビ
ル
ン
に
向
か
っ
た
。

ビ
ル
ン
の
兵
舎
は
暗
く
静
か
だ

っ
た
が
、
連
隊
本
部
の
白
い
建
物
だ
け

は
憧
々
と
し
た
灯
に
浮
か
び
上
が

っ
て
い
た
。
階
段
を
登

っ
て
中
に
入
る

と
、
机
を
真
ん
中
に
し
て
藤
岡
連
隊
長
と
甲
副
官
加
藤
大
尉
が
向
い
合
い
、

立
っ
た
ま
ま
協
議
し
て
い
る
。
五
、
六
歩
離
れ
て
立
っ
て
い
る
乙
副
官
伊

藤
中
尉
に
「
キ
ャ
リ
ヤ

l
三
車
両
到
着
し
ま
し
た
」
と
小
声
で
報
告
す
る

と
脇
に
並
ん
だ
。
部
屋
に
は
四
人
し
か
い
な
い
。
緊
迫
感
が
漂
う
。
間
も

な
く
連
隊
本
部
の
准
尉
が
第
四
中
隊
の
下
士
官
を
伴
っ
て
入

っ
て
来
た
。

協
議
を
終
え
た
加
藤
大
尉
は
私
と
第
四
中
隊
の
下
士
官
を
呼
び
寄
せ
「こ

れ
か
ら
パ
ン
デ
ラ
の
兵
舎
に
行

っ
て
貰
う
が
、
ど
ち
ら
が
先
任
か
」
と
聞

か
れ
た
。
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私
は
幹
部
候
補
生
な
の
で
、
当
然
彼
の
方
が
先
任
で
あ
る
。
そ
の
旨
伝

え
よ
う
と
し
た
が
、
彼
に
先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
下
士
官
に
な
っ
た

の
は
私
が
後
で
指
揮
は
出
来
ま
せ
ん
」
「
そ
れ
な
ら
君
だ
」。
加
藤
大
尉
は

私
に
「
パ
ン
デ
ラ
で
現
地
人
の
襲
撃
を
受
け
、
第
七
中
隊
の
兵
三
名
が
重



傷
を
負
っ
た
。
暴
徒
は
数
十
名
で
、
付
近
に
潜
ん
で
い
る
と
の
情
報
で
あ

る
。
君
は
キ
ャ
リ
ヤ
!
と
四
中
隊
の
一
箇
分
隊
を
指
揮
し
て
現
地
に
急
行
、

警
備
に
あ
た
れ
」
「
復
調
し
ま
す
」
「
復
諦
は
よ
い
、
少
し
待
て
」
と
言
う

と
加
藤
大
尉
は
連
隊
長
に

一
礼
し
た
後
、
「
こ
れ
で
い
い
で
す
か
」
と
許
可

を
求
め
た
。
連
隊
長
は
一
言
も
言
わ
ず
領
い
た
。
こ
の
瞬
間
連
隊
長
命
令

と
な
っ
て
、
私
は
独
立
し
た
小
部
隊
の
指
揮
官
と
な
っ
た
。

四
中
隊
の
一
箇
分
隊
は
各
小
隊
か
ら
衛
兵
要
員
と
し
て
ビ
ル
ン
に
来
て

い
た
兵
で
約
十
名
で
あ
る
。
私
は
四
中
隊
出
身
で
彼
等
と
は
顔
馴
染
み
で

あ

っ
た
の
で
指
揮
は
と
り
易
い
。
一
二
車
両
に
分
乗
さ
せ
る
と
衛
兵
司
令
所

の
兵
に
見
送
ら
れ
、
時
速
三

0
キ
ロ
、

パ
ン
デ
ラ
を
目
指
し
た
。
パ

ナ
デ

ラ
兵
舎
は
サ
マ
ラ
ン
ガ
防
衛
地
区
に
あ

っ
て
ビ
ル
ン
西
方
三

0
キ
ロ
の
主

要
道
路
に
面
し
た
北
側
に
あ

っ
た
。
現
地
人
の
反
乱
と
は
い
え
実
戦
で
あ

る
。
指
揮
の
拙
劣
さ
か
ら
一
兵
た
り
と
も
死
傷
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
隙

を
見
せ
ず
細
心
の
注
意
で
指
揮
に
当
た

っ
た
。
臆
病
な
私
は
勇
猛
果
敢
と

は
正
反
対
で
あ

っ
た
。

十
キ
ロ
を
走
り
ブ
ダ
タ
橋
に
差
し
か
か
る
と
私
は
停
止
を
命
じ
四
中
隊

の
兵
全
員
を
下
車
さ
せ
た
。
昨
年
八
月
英
軍
コ
マ

ン
ド
部
隊
に
爆
破
さ
れ

た
橋
で
、
そ
の
時
現
地
人
が
案
内
役
を
務
め
て
い
た
と
の
噂
も
あ

っ
た
。

彼
等
は
裸
足
で
武
器
は
パ
ラ
ン
(
山
万
)
。
音
も
な
く
襲
っ
て
く
る
。
木
造

の
橋
を
落
と
さ
れ
襲
撃
さ
れ
る
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
。
橋
の
両
端
を
四
中
隊

の
兵
に
警
備
さ
せ
る
と

一
車
両
ず
つ
橋
を
渡
ら
せ
た
。
渡
り
終
わ
る
と
一

目
散
に
遁
走
、
暫
く
の
問
時
速
七

0
キ
ロ
で
突

っ
走
っ

た
。
夜
が
明
け
パ

ン
デ
ラ
兵
舎
に
近
づ
く
と
見
通
し
の
良
い
場
所
を
選
び
休
憩
を
命
じ
た
。

二
、
三
の
現
地
人
が
何
事
も
な
か

っ
た
様
に
挨
拶
し
て
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

こ
れ
な
ら
大
丈
夫
と
三
車
両
を
指
揮
し
て
一
気
に
衛
門
を
通
過
、
衛
兵
司

令
所
の
前
で
停
止
し
た
。

七
中
隊
の
小
隊
長
(
少
尉
)
が
待
っ
て
い
て
、
「
御
苦
労
、
キ
ャ
リ
ヤ
!

の
配
備
は
何
処
に
す
る
か
」
と
聞
か
れ
る
。
「
衛
兵
司
令
所
前
の
広
場
に
し

ま
す
」
と
答
え
た
。
軽
装
甲
車
三
両
は
現
地
人
の
威
嚇
に
な
る
。
頼
も
し

げ
に
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
「
よ
し
、
宿
舎
は
あ
そ
こ
が
い
い
。
ゆ
っ
く
り

休
め
」
と
小
隊
長
。
私
は
「
非
常
の
場
合
直
ぐ
出
動
し
ま
す
。
衛
兵
に
怒

鳴
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
言
っ

て
そ
の
場
を
離
れ
た
。

兵
舎
は
床
が
高
く
道
路
を
隔
て
て
直
角
に
数
棟
並
ん
で
い
て
、
キ
ャ
リ

ヤ
l
部
隊
は
真
ん
前
に
衛
兵
所
を
見
お
ろ
す
部
屋
を
割
り
当
て
ら
れ
た
。

部
屋
で
寛
い
で
い
る
と
、
小
尉
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
窓
か
ら

見
る
と
、
衛
兵
司
令
の
下
士
官
が
叱
責
さ
れ
て
い
る
。
「
お
前
は
部
下
を
死

傷
さ
せ
、
指
揮
も
と
ら
ず
に
逃
げ
た
の
か
。
そ
れ
で
も
衛
兵
司
令
か
」
。
下

士
官
は
他
の
事
で
も
罵
倒
を
浴
ぴ
せ
ら
れ
て
い
た
が
無
言
で
あ
っ
た
。
顔

は
青
ざ
め
放
心
状
態
に
な

っ
て
い
た
。
「も
う
直
き
交
替
要
員
が
来
る
か

ら
、
そ
れ
ま
で
此
処
に
じ

っ
と
し
て
居
れ
。
し
ょ
う
が
な
い
奴
だ
」
。
部
下

を
見
殺
し
に
し
て
は
弁
明
の
余
地
は
な
い
。
指
揮
官
の
悲
哀
で
あ

っ
た
。

兵
が
実
弾
を
支
給
さ
れ
る
の
は
甲
戦
備
(
戦
闘
態
勢
)
発
令
時
だ
け
で
、

普
段
は
実
弾
を
持
っ
て
い
な
い
。
不
意
に
襲
わ
れ
た
ら
逃
げ
る
の
が
当
り

前
で
あ

っ
た
。
災
難
と
し
か
言
い
様
が
な
い
。
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私
は

一
休
み
す
る
と
警
備
の
必
要
上
、
兵
一
名
を
連
れ
て
兵
営
の
周
囲

を
回
り
、
兵
舎
の
棟
に

一
つ
一
つ
入
っ
た
。
新
部
隊
移
駐
の
為
に
作
ら
れ

た
の
か
、
木
の
香
り
が
す
る
新
し
い
建
物
で
、
全
部
空
室
で
あ
っ
た
。
宿

舎
の
隣
の
棟
に
入
る
と
、
廊
下
全
体
に
点
々
と
し
た
血
痕
が
あ
っ
て
、
中

央
に
大
量
の
血
が
法
ん
で
い
た
。
兵
が
逃
げ
惑
い
挟
み
打
ち
に
さ
れ
た
後

が
歴
然
と
し
て
い
た
。
パ
ラ
ン
は
長
さ
六
、
七

0
セ
ン
チ
の
細
長
い
三
角

形
の
刃
物
で
、
先
が
重
く
鋭
い
。
現
地
人
は
日
本
人
の
蛇
同
様
に
扱
う
の

で
、
切
る
と
言
う
よ
り
も
割
る
と
言
っ

た
感
じ
で
あ
る
。
全
身
血
に
ま
み

れ
て
倒
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
戦
傑
を
覚
え
た
。

最
後
に
衛
兵
所
に
行
き
見
舞
を
述
べ
た
が
、
司
令
は
疋
然
と
し
て
指
揮

能
力
を
失

っ
て
い
た
。
し

っ
か
り
し
て
い
る

一
等
兵
を
つ
か
ま
え
て
当
時

の
状
況
を
聞
く
と
、
彼
は
奥
の
仮
眠
室
に
案
内
し
た
。
蚊
帳
の
釣
り
手
は

切
ら
れ
て
い
た
が
、
一
つ
だ
け
残

っ
て
い
て
投
網
の
様
に
な
っ
て
い
た
。

此
処
で
仮
眠
し
て
い
る
と
、
突
然
蚊
帳
の
釣
り
手
を
切
ら
れ
襲
わ
れ
た

の
で
、
「
ワ
ア
ツ
」
と
悲
鳴
を
あ
げ
散
り
散
り
に
な
っ
て
逃
げ
て
し
ま
っ

た
。
兵
営
の
北
側
に
立

っ
て
い
た
歩
哨
が
気
付
き
、
ラ
ジ
ャ
岬
(
約
七
キ

ロ
先
)
の
七
中
隊
第
一
小
隊
に
、
榔
子
林
に
逃
げ
た
も
う
一
名
の
兵
は
三
・

五
キ
ロ
地
点
に
あ
る
四
中
隊
第
一
小
隊
に
救
援
を
求
め
た
。
兵
達
が
恐
る

恐
る
戻

っ
て
来
た
時
に
は
、
暴
徒
は
逃
げ
た
後
だ
っ
た
と
号一
弓つ
。

六
名
中
一
名
は
戦
死
、

一
名
は
重
傷
、
廊
下
に
血
痕
を
残
し
た
兵
は
戦

死
し
た
。

暴
徒
が
襲
撃
し
て
く
る
様
子
も
な
く
、
我
々
は
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い

た
が
、
既
に
連
隊
長
は
四
中
隊
と
七
中
隊
に
出
動
命
令
を
下
し
て
い
た
。

第
四
中
隊
長
中
村
中
尉
は
主
力
を
率
い
、
ビ
ル
ン
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
で
径
一
頃
、

続
い
て
第
七
中
隊
長
池
島
中
尉
は

一
箇
小
隊
を
率
い
て
タ
ン
ブ
よ
り
徒
歩

で
夕
刻
パ
ン
デ
ラ
兵
舎
に
到
着
し
た
。
我
々
と
行
動
を
共
に
し
た
四
中
隊

の
一
箇
分
隊
は
、
四
中
隊
長
の
指
揮
下
に
入
っ
た
が
、
キ
ャ
リ
ヤ

l
部
隊

は
独
立
し
て
変
わ
ら
ず
、
私
が
指
揮
官
で
あ

っ
た
。

七
中
隊
の
宿
舎
は
我
々
と
同
じ
棟
で
、
私
達
と
隣
の
部
屋
は
将
校
用
で

個
室
に
な

っ
て
い
た
。
廊
下
に
出
て
隣
の
部
屋
を
ふ
と
見
る
と
、
薄
暗
く

な

っ
た
部
屋
で
池
島
中
尉
が
体
を
震
わ
せ
て
泣
い
て
い
た
。
前
に
は
白
布

に
包
ま
れ
た
遺
骨
の
箱
が
置
か
れ
で
あ
っ
た
。
そ
っ
と
部
屋
に
戻

っ
た
が
、

そ
の
後
も
す
す
り
泣
く
声
が
続
い
て
聞
こ
え
て
き
た
。
中
隊
長
で
は
兵
に

泣
き
顔
は
見
せ
ら
れ
な
い
。
孤
独
の
悲
し
み
で
あ
っ
た
。
戦
死
の
部
下
を

悼
む
池
島
中
尉
を
か
い
ま
み
て
私
の
心
は
た
か
ぶ
り
、
な
か
な
か
眠
り
に

つ
け
な
か
っ
た
。
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池
島
中
尉
は
幹
候
出
身
で
戦
後
「
文
芸
春
秋
」
を
隆
盛
に
導
い
た
池
島

編
集
長
の
兄
で
あ
る
。

暴
徒
は
パ
ン
デ
ラ
兵
舎
よ
り
南
西
約
十
キ

ロ
の
山
中
に
あ
る
ム
ナ
サ
シ

ン
パ
ン
集
落
の
住
民
で
三

O
数
名
と
判
明
。
憲
兵
、
現
地
人
の
義
勇
軍
、

警
官
隊
が
集
落
に
残
っ
て
い
た
老
人
、
婦
女
子
を
一
箇
所
に
収
容
し
て
警

戒
に
当
っ
た
。

翌
四
日
、
藤
岡
連
隊
長
が
パ
ン
デ
ラ
兵
舎
に
到
着
、
戦
闘
指
揮
所
が
設

け
ら
れ
た
。



第
四
中
隊
長
中
村
中
尉
は
暴
徒
の
捜
査
、
討
伐
を
命
ぜ
ら
れ
、
兵
約
六

O
名
を
率
い
て
ム
ナ
サ
シ
ン
パ
ン
を
経
て
更
に
南
の
山
岳
地
帯
に
分
け
入

っ
た
が
、
捜
索
は
難
行
し
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
道
に
迷
い
、
逆
に
暴
徒
に

襲
撃
さ
れ
る
恐
れ
が
出
て
来
た
。
中
村
中
尉
は
小
隊
長
を
集
め
対
策
を
協

議
す
る
と
撤
退
を
決
意
し
た
が
、
帰
る
道
が
判
ら
な
か

っ
た
。
困

っ
て
い

る
と
、
指
揮
班
長
高
橋
准
尉
が
「
私
に
お
任
せ
下
さ
い
」
と
先
頭
に
立

つ

え

ん

ま

た
。
高
橋
准
尉
は
歴
戦
の
勇
士
で
、
体
格
が
よ
く
閤
魔
大
王
に
似
て
、
兵

か
ら
こ
わ
が
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
時
は
准
尉
に
つ
い
て
行
け
ば
助

か
る
と
、
閣
の
中
、
兵
は
先
を
争

っ
て
准
尉
に
ぴ

っ
た
り
と
っ
き
山
を
下

っ
た
。
中
村
中
尉
は
「
大
丈
夫
か
」
と
不
安
で
あ

っ
た
が
、
覚
え
の
あ
る

道
に
辿
り
着
く
と
「
此
処
か
ら
は
私
に
も
判
る
」
と
ほ

っ
と
し
て
指
揮
を

と
っ
た
。

藤
岡
連
隊
長
は
、
四
中
隊
の

一
箇
小
隊
を
ム
ナ
サ
シ
ン
パ
ン
に
残
し
引

き
続
き
捜
索
さ
せ
る
方
針
だ

っ
た
が
、
疲
労
困
懲
の
四
中
隊
を
パ
ン
デ
ラ

兵
舎
に
引
き
あ
げ
さ
せ
、
新
た
に
第

一
中
隊
第
一
小
隊
を
ム
ナ
サ
シ
ン
パ

ン
に
派
遣
し
た
。

翌
五
日
昼
頃
、
衛
兵
司
令
所
の
隣
に
あ
る
戦
闘
指
揮
所
が
慌
た
だ
し
く

な

っ
た
。
私
は
部
下
に
キ

ャ
リ
ヤ

l
の
エ
ン
ジ
ン
点
検
を
命
じ
て
立

っ
て

い
る
と
、
見
知
ら
ぬ
小
尉
が
や

っ
て
来
て
「
ム
ナ
サ
シ
ン
パ
ン
が
襲
撃
さ

れ
た
。
キ
ャ
リ
ヤ

l
部
隊
の
出
動
は
ど
う
か
」
と
聞
か
れ
た
。
私
は
ム
ナ

サ
シ
ン

パ
ン
が
湿
地
帯
と
聞
い
て
い
た
の
で
「
キ
ャ
タ
ペ
ラ
で
湿
地
帯
を

走
れ
ば
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
私
が

一
車
両
で
偵
察
に
行
き
ま
す
。
出
動

は
そ
れ
か
ら
に
し
て
下
さ
い
」
と
答
え
た
。
小
尉
は
戦
闘
指
揮
所
に
入

っ

た
が
出
動
命
令
は
出
ず
、
第
七
中
隊
が
ト
ラ

ッ
ク
で
救
援
に
赴
い
た
。

一
中
隊
第

一
小
隊
の
指
揮
官
は
幹
候
出
身
の
山
内
少
尉
で
あ

っ
た
。
雨

中
に
暴
徒
の
捜
索
に
出
か
け
た
が
、
捕
捉
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ず
ぶ
濡

れ
に
な
っ
て
兵
舎
に
戻
る
と
兵
器
の
手
入
れ
を
命
じ
、
各
一頃
歩
哨
線
の
巡

視
に
出
か
け
た
。

一
部
の
兵
は
昼
食
の
準
備
に
と
り
か
か

っ
て
い
た
が
、
突
然
異
様
な
声

と
共
に
草
む
ら
か
ら
パ
ラ
ン
を
持

っ
た
暴
徒
が
襲
い
か
か

っ
た
。
兵
は
兵

器
の
手
入
れ
中
で
あ
る
。
不
意
を
つ
か
れ
て
銃
撃
は
出
来
ず
、
白
兵
戦
と

な

っ
た
。
山
内
少
尉
、
歩
哨
は
こ
の
時
既
に
斬
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

山
内
小
隊
は
殆
ど
が
負
傷
し
、
重
傷
も
少
な
く
な
く
壊
滅
状
態
と
な

っ
た
。

戦
死
者
は
少
隊
長
以
下
五
名
で
あ
る
。

駆
け
つ
け
た
救
援
隊
が
、
軽
機
関
銃
、
小
銃
の
銃
弾
を
浴
び
せ
、
暴
徒

を
全
滅
さ
せ
事
件
は
終
わ

っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
犠
牲
者
三
二
名
。

悲
惨
な
結
末
と
な

っ
た
。

直
接
の
動
機
は
他
部
隊
の
者
が
ム
ナ
サ
シ
ン
パ
ン
の
女
性
と
交
渉
を
持

ち
、
こ
れ
を
知

っ
た
現
地
人
が
イ
ス
ラ
ム
教
義
に
反
す
る
と
怒
り
、

警
備

の
手
薄
な
パ
ン
デ
ラ
兵
舎
を
襲

っ
た
。
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遠
因
と
し
て
は
次
の
こ
と
が
あ

っ
た
。

一
、
連
合
軍
の
諜
報
機
関
等
が
日
本
の
敗
戦
を
宣
伝
し
て
い
た
。

二
、
日
本
軍
は
原
住
民
に
対
し
て
労
務
提
供
を
強
い
、
飛
行
場
の
工
事

に、

重
労
働
、
低
賃
金
で
使
用
し
た
の
で
不
満
が
高
ま

っ
て
い
た
。



私
達
が
現
地
人
と
接
す
る
時
に
は
、
サ
マ
サ
マ

し
み
を
持

っ
て
接
し
て
い
た
。
近
歩
三
以
外
の
部
隊
の
起
こ
し
た
原
因
で

戦
友
を
失

っ
た
の
は
、

言
い
様
の
な
い
悲
し
み
で
あ
る
。

翌
日
午
前
十
時
頃
、
晴
れ
た
日
で
営
内
を
歩
い
て
い
る
と
東
部
第
六
部

隊
よ
り
同
じ
分
隊
で
一
緒
に
来
た
深
沢
に
あ

っ
た
。
彼
と
は
第

一
中
隊
所

属
と
な

っ
て
カ
バ
ン
ジ
ャ
へ
で
別
れ
た
以
後
会

っ
て
い
な
か

っ
た
。
上
等

兵
の
彼
は
懐
か
し
そ
う
に
私
に
敬
礼
し
た
後
、
「
江
郷
が
死
ん
だ
」
と
言
っ

た
。
「
御
前
も
ム
ナ
サ
シ
ン
パ
ン
に
居
た
の
か
」
「
い
や
、
将
校
の
御
供
で

昨
夜
着
い
た
。
江
郷
は
二
階
級
特
進
で
兵
長
に
な

っ
た
」
「
二
階
級
特
進
で

も
靖
国
神
社
で
は
な
あ
。
可
哀
そ
う
に
。
俺
も
だ
が
、
気
を
付
け
て
つ
ま

ら
ぬ
事
で
死
ぬ
な
よ
」
「
う
ん
、
じ
ゃ
あ
用
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
」
。
彼

と
別
れ
た
後
、
私
は
戦
闘
指
揮
所
に
行
き
、
江
郷
が
歩
哨
勤
務
中
真
先
に

斬
殺
さ
れ
た
事
を
知

っ
た
。

私
は
品
川
駅
頭
で
何
時
ま
で
も
教
官
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
江
郷

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
。

二
、
三
日
し
て
出
動
部
隊
は
引
き
上
げ
た
が
、
キ
ャ
リ
ヤ

l
部
隊
は
引

き
続
き
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
、
ビ
ル
ン
に
帰

っ
た
の
は
二
週
間
後
で
あ

っ
た
。

(
同
じ
)

と
言
い
、
親
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